
　

吉
田
市
長
の
新
年
度
予
算
案
は
、

大
型
開
発
推
進
と
市
民
犠
牲
の
行

革
路
線
を
続
け
る
、ま
さ
に
従
来
型

で
、暮
ら
し
の
安
心
を
願
う
市
民
に

こ
た
え
な
い
も
の
で
す
。

　

市
長
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」に
逆
ら
い
、人
工
島
事
業
の
埋

め
立
て
と
破
た
ん
救
済
に
89
億
円

を
予
算
化
し
ま
し
た
。４
年
間
の
合

計
で
４
８
０
億
円
に
も
。
そ
の
他
、

五
ヶ
山
ダ
ム
建
設
21
億
円
、福
岡
空

港
滑
走
路
増
設
な
ど
大
型
開
発
の

推
進
に
相
変
わ
ら
ず
多
額
の
予
算

を
注
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
の
借
金
残
高
は
２
兆
５
０
６
７

億
円
、市
民
一
人
当
た
り
１
７
６
万

円
と
深
刻
で
す
。そ
の
ツ
ケ
を
市
民

に
押
し
付
け
、公
立
保
育
所
民
営
化

や
市
立
病
院
独
法
化
、市
職
員
大
幅

削
減
な
ど
公
的
責
任
を
放
棄
す
る

「
行
財
政
改
革
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
長
の
経
済
対
策
に
は
、家
計
と

中
小
業
者
の
応
援
な
ど
「
内
需
拡

大
」と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
と
い
っ
て
も
半
年
間
の
非

正
規
労
働
者
を
一
定
増
や
す
だ
け
。

前
政
権
が
進
め
た
社
会
保
障
費
削

減
路
線
の
も
と
で
傷
つ
け
ら
れ
た
暮

ら
し
を
応
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
に
、市
の
予
算
案
に
は
市

民
の
家
計
を
直
接
温
め
る
新
た
な

施
策
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
低

所
得
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
は
不
十
分
。
公
共
料

金
の
福
祉
減
免
は
結
局
実
行
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

校
舎
の
大
規
模
改
造
が
遅
れ
、窓

サ
ッ
シ
落
下
事
故
も
続
発
し
て
い
ま

す
が
、教
育
予
算
は
全
体
の
わ
ず
か

６
・
９
％
と
後
退
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
代
表
質
問
に
た
っ

た
宮
本
秀
国
団
長
は
、予
算
案
の
問

題
点
を
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、税
金
ム
ダ
づ
か
い
の
開
発
行

政
を
根
本
か
ら
改
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
借
金
財
政
の
立
て
直
し
を
図
り
な

が
ら
、雇
用
と
中
小
企
業
対
策
、医

療
、福
祉
、介
護
な
ど
社
会
保
障
、

子
育
て
、教
育
、環
境
、防
災
、平

和
な
ど
市
民
生
活
を
最
優
先
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
家
計
を
温
め
る
市
民

本
位
の
市
政
へ
切
り
換
え
る
よ
う
要

求
し
、抜
本
的
な
予
算
組
み
替
え
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

吉
田
市
長
の
予
算
案
に
日
本
共

産
党
は
反
対
。
民
主
、自
民
、公
明
、

社
民
の
各
党
な
ど
が
賛
成
し
成
立

し
ま
し
た
。

　福岡市２０１０年予算議会は３月２６日閉会しました。日本共産党市議団の６議員は、吉田
市長の市政運営と予算案を厳しくチェックし、市民要求の実現のために全力をあげました。
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ら
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安
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予
算
案

2010
予算議会



　

日
本
共
産
党
は
、
議
案
提
出
権
を
行
使
し

て
、
地
元
中
小
零
細
建
設
業
の
仕
事
確
保
な
ど

経
済
対
策
を
目
的
と
し
た
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
条
例
案
」
を
議
員
提
案
し
ま
し
た
。

　

わ
が
党
は
中
小
建
設
業
者
の
深
刻
な
実
態
を

示
し
、
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
決
め

手
の
制
度
だ
と
強
調
し
、
賛
同
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
他
会
派
か
ら
は「
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

市
の
事
業
で
は
経
済
対
策
と
し
て
は
脆
弱
だ
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
で
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
社
民
な
ど
の
賛
成
に
と
ど
ま

り
、
残
念
な
が
ら
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
当
局
は
「
住
宅
省
エ
ネ
改
修
助
成

事
業
」
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
住
宅
版
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
対
象
の
断
熱
化
工
事
で
市
内
業
者
に
発

注
し
た
場
合
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
数
の
３
分
の
２（
上

限
10
万
円
）
を
助
成
す
る
も
の
で
、
こ
れ
自
体

は
前
進
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

実
現
す
る
会
」
の
み
な
さ
ん
と
共
同
し
、
実
現

す
る
ま
で
奮
闘
し
ま
す
。

住宅リフォーム
助成条例案を
議員提案しました

住宅リフォーム
助成条例案を
議員提案しました

実現するまで
がんばります！
実現するまで
がんばります！
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条例案のポイント
　市民が市内の中小建設業者（市内に本

店がある）を使って住宅（自宅）のリフォー

ムを行う際に、助成金を支給します。

【助成額】工事費の１割（上限30万円）

【助成対象】どのようなリフォームでもＯＫ。

住宅の外側、内装の改修、バリアフリー

化工事、太陽光・太陽熱発電設置工事、

耐震・耐熱・防音工事、防犯のための工事、

駐車場の設置や補修の工事　　※マン

ションでも専有部分であれば対象。

予算議会での質問より

こども病院人工島移転反対の
「新署名」に市民の協力次々

市立病院「独法化」 こ
れ
で
は
地
域・子
ど
も
医
療
守
れ
な
い

　

保
育
所
に
入
れ
な
い「
待
機
児
」

が
増
え
て
い
ま
す
。市
の「
新
待
機

児
童
解
消
プ
ラ
ン
」で
は
、保
育
所

を
新
設
す
る
の
は
将
来
需
要
が
増

加
す
る
見
込
み
の
わ
ず
か
４
区
域

だ
け
で
す
。

　

熊
谷
敦
子
議
員
は
、「
極
め
て
不

十
分
だ
」と
批
判
。「
地
域
を
限
定

し
な
い
で
ど
こ
で
も
保
育
所
を
新

設
す
べ
き
で
は
な
い
か
」と
迫
り
ま

し
た
。保
育
所
新
設
を
支
援
す
る
た

め
、民
有
地
の
借
上
げ
や
市
有
地
の

無
償
貸
与
を
提
案
し
ま
し
た
。ま
た

今
あ
る
保
育
所
に
詰
め
込
み
を
押

し
付
け
る
の
は
や
め
る
べ
き
だ
と
要

求
し
ま
し
た
。

　
　

制
度
改
悪
に
反
対

　

直
接
契
約
方
式
へ
の
変
更
や
最

低
面
積
基
準
の
緩
和
な
ど
国
の
保

育
制
度
改
悪
に
つ
い
て
、熊
谷
議
員

は「
改
悪
に
反
対
し
、市
と
し
て
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
」と
た
だ
し
ま

し
た
。市
長
は「
慎
重
に
対
応
し
て

い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
病
院
と
市
民
病
院
を
４

月
か
ら
地
方
独
立
行
政
法
人
化
す

る
議
案（
病
院
機
構
中
期
目
標
案

な
ど
）が
自
民
、公
明
、民
主
な
ど
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。日
本
共

産
党
は
反
対
。

　

独
法
化
に
よ
っ
て「
経
営
効
率
」

が
優
先
さ
れ
、病
院
職
員
は
公
務
員

で
な
く
な
り
、人
事
評
価
制
度
の
導

入
、非
正
規
雇
用
の
拡
大
な
ど
、労

働
条
件
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

中
山
い
く
み
議
員
は
、独
法
化
前

か
ら
医
師
や
看
護
師
が
次
々
退
職

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、市
長
の

責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。

　

星
野
美
恵
子
議
員
は
、独
法
化

準
備
と
し
て
市
が
９
億
円
近
く
出

資
し
、今
後
３
年
間
で
46
億
円
余
を

新
た
に
負
担
す
る
こ
と
を
暴
露
し
、

「
直
営
の
ま
ま
な
ら
必
要
の
な
か
っ

た
市
費
投
入
が
膨
ら
ん
で
い
る
」と

批
判
し
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
と
子
ど
も
専
門
医
療

を
担
う
市
立
病
院
と
し
て
の
役
割

は
今
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。直
営
に
戻
し
て
、こ
ど
も
病
院

人
工
島
移
転
は
き
っ
ぱ
り
撤
回
す
べ

き
で
す
。

保育所待機児 詰
め
込
み
で
は
な
く
、保
育
所
を
急
い
で
増
や
せ

▲ 

条
例
案
に
つ
い
て
記
者
会
見
す
る
党
市
議
団

　

ひ
え
じ
ま
俊
和
議
員
は
、吉

田
市
長
の
公
約
で
あ
る
高
齢
者

の
公
共
料
金
の
福
祉
減
免
に
つ

い
て
、他
市
で
は
上
下
水
道
料

や
ご
み
手
数
料
の
減
免
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
や
ら
な

い
の
は
公
約
違
反
だ
」「
貧
困
に

あ
え
ぐ
高
齢
者
を
救
済
す
べ
き

だ
」と
迫
り
ま
し
た
。必
要
な

予
算
は
約
３
億
円
。水
道
・
下

水
道
の
各
会
計
に
は
70
億
円
近

い
利
益
剰
余
金
が
あ
り
、十
分

可
能
で
す
。市
長
は「
国
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
」な
ど

と
全
く
や
る
気
の
な
い
答
弁
で

し
た
。

公共料金の福祉減免 な
ぜ
市
長
公
約
を
実
行
し
な
い
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子どもの医療費助成制度の創設を
国に求める意見書
　
　深刻な少子化の中，次代を担う子どもたちを安心して産み育てるこ
とができる環境づくりを推進することは，国民の強い願いです。子育
てにかかる経済的な負担は大きく，とりわけ，子どもの医療費は重い
負担となっており，支援の強化が今ほど求められているときはありま
せん。
　現在，子どもの医療費助成制度は各自治体で独自に設けられてお
り，35の都道府県が小学校入学前ないし中学3年生までの通院・入院
の助成を市区町村に対し行っており，小学校就学前までの通院の助
成を行っている市区町村は94％に上ります。さらに1,800近くの市区
町村が都道府県負担に上乗せして助成を行っており，各自治体は財
政難の中で医療費無料化の努力を行っています。しかし，自治体の財
政状況等により助成内容の格差が生まれており，どこに住んでいても
等しく医療を受けられるよう国の制度の創設が急がれています。
　政府の見解では，小学校入学前までの医療費無料化は約3,000億
円あれば実現することが明らかになっています。国が子どもの医療費
助成制度を設けることで，すべての子育て世帯の医療費負担を軽減
でき，さらに，各自治体は，それに上乗せする形で独自の医療費助成
制度を実施することが可能になります。
　よって，福岡市議会は，国会及び政府が，子どもたちの健やかな成
長を保障し，保護者の医療費の負担を軽減するために，国の制度とし
て就学前の子どもの医療費助成制度を早急に創設されるよう強く要
請します。
　　　　　　衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣，総務大臣，
　　　　　　厚生労働大臣，内閣府特命担当大臣（少子化対策）あて

共産、自民、公明、ネット、社民、平成　　　　　民主、みらい、福政

県政・町村会汚職事件の徹底解明
及び再発防止を求める意見書
（要旨）　福岡県知事に対し「今回の事態を招いた自らの責任を明確に
し，疑惑の全容を徹底解明した上でその結果を県民に報告するとともに，
実効ある政治倫理条例制定等の不正防止策を講ずること」を要請します。

「国会改革」に関する意見書
（要旨）　与党三党は，国会法等を改正する国会改革関連法案を議員立
法として今国会に提出しようとするなど，「国会改革」が焦点の一つとなっ
ています。国会改革関連法案の主な内容は，政府参考人制度を廃止して
官僚答弁を禁止することや，内閣法制局長官を政府特別補佐人から除外
して答弁を禁止することなど。これは，憲法解釈の歯止めをなくし，その
時々の政権与党の政治家の判断だけで憲法解釈が変えられる危険があ
ります。主権者である国民の多様な民意が反映されず，少数政党を排除
し，議会制民主主義を壊す「国会改革」は認められません。
　国会及び政府に対し「政府参考人制度を維持し，内閣法制局長官を継
続して政府特別補佐人とするとともに，衆議院議員比例代表定数の大幅
削減をしないよう」要請します。

議案に対する各会派の態度議案に対する各会派の態度

2010 年度一般会計予算案
港湾整備事業特別会計予算案（人工島推進含む）
水道事業会計予算案（五ヶ山ダム建設含む）
後期高齢者医療特別会計予算案
地方独立行政法人福岡市立病院機構中期目標案
保育所条例改正案（市立清水保育所の民営化）
乳幼児医療費助成条例改正案（修正案）
住宅リフォーム助成条例案　＜否決＞

主な議案
○賛成　●反対

○友納
●高山

会派名

●　○　○　○　○　●　○　○　○
●　○　○　○　○　●　○　○　○
●　○　○　○　○　○　○　○　○
●　○　○　○　○　●　○　○　○
●　○　○　○　○　●　●　○　○
●　○　○　○　○　○　○　○　○
○　○　○　●　●　○　●　●　●
○　●　●　●　●　○　○　●

平
成
会

福
政
市
民
ク
ラ
ブ

社
民
市
政
ク
ラ
ブ

ネ
ッ
ト
ワ
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市
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自
民
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日本共産党提案の
意見書が採択されました
日本共産党提案の
意見書が採択されました

民主党はすべて反対他党に賛同をよびかけ

　ひえじま俊和市議は、多くの高齢者が働く「福岡市
シルバー人材センター」の公共受託が４年間で２億
円（会員一人あたり月３千円）も減らされていること
を追及。市営駐輪場の管理を西鉄やＪＲなど大手系
列会社にまわしてきたからです。「仕事を増やせ」と
の質問に、市長は「中長期的に支えていく」と答弁し
ました。

予算議会での質問より

シルバー人材センター 仕事をふやせ

　福岡空港の乗降客数は10年間で２割減りました
が、国・県・市は滑走路増設を計画し、20年後に発着
回数が１.４倍になるという需要予測が２月に発表さ
れました。予測を行った「運輸政策研究機構」の会長
が「（空港の需要予測は）国の意向に配慮し過大な数
字を出してしまう」と語ったこと（３月６日付の東京新
聞）に注目が集まっています。
　倉元達朗議員は「福岡空港の需要予測も過大だ。
増設計画を撤回せよ」と追及。総務企画局長は「福岡
空港の予測は妥当」、吉田市長は「新たな需要も喚起
し、今後必要になる」と無責任な答弁に終始しました。

空港滑走路増設

賛成 反対

共産、自民、公明、みらい、ネット　　　　　民主、社民、福政、平成賛成 反対

共産、自民、みらい、ネット、社民、福政、平成　　　　　公明、民主賛成 反対

需要予測でたらめ

　学校校舎の窓サッシが落下する事故が昨年12月か
ら３回連続で起きました。生徒が打撲の軽傷を受け、
また駐車していた車が破損しました。中山いくみ議員
は条例予算特別委員会で「教育委員会が専門業者に
依頼せず、学校職員に点検を押し付けたのは極めて
無責任だ」とただし、緊急予算を組んで一斉点検と補
修を実施するよう要求しました。教育長は「業者に調
査依頼し対応していく」と答弁しました。

　市教育委員会は４つの市立高校
に各１名いた常勤の図書司書をな
くす計画を示し、４月から嘱託非常
勤に置き換えました。
　中山いくみ議員は、教員や保護者
から存続の要望書が出されているこ
とを示し、司書が図書管理だけでな

くカウンセラー的役割や部活動顧問
など幅広い仕事を担ってきたことを
述べ、「なくてはならない存在だ」と
指摘。「嘱託非常勤で給与半減。
1000万円の人件費削減というが、他
に削るところがあるのではないか」
と、計画撤回を迫りました。

学校窓サッシ落下事故 緊急点検・補修を

高校の司書廃止 非常勤化許せぬ

ひえじま俊和
（博多区）

ひえじま俊和
（博多区）

倉元達朗
（城南区）
倉元達朗
（城南区）

中山いくみ
（早良区）

中山いくみ
（早良区）
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に充実

入院医療費の無料化
小学６年生まで

共産党が論戦をリード

小学４年生まで拡大

他会派からの質問に答弁する中山いくみ議員
＝３月25日、条例予算特別委員会総会

国保料引き下げへ
25万署名の力で３年連続

鳩山政権に要望書を提出

　小学６年生までの入院医療費
無料化の条例が可決しました。日
本共産党は論戦をリードし奮闘し
ました。来年１月末までの間に実
現されます。
　子どもの医療費助成制度は日
本共産党が39年前に市議会で初
めて要求し、現在は就学前まで入
院・通院とも完全無料です。

　市長は、入院のみ小学３年生ま
で拡大する提案をしました。日本
共産党はこれを一歩前進と評価し

　国民健康保険料の引き下げを求める請願署名が25万８千
筆を超えました。福岡市は、新年度の国保料が介護分と所得割
で引き下げとなる見込みだと明らかにしました（6月に料率が
確定）。標準的世帯（年所得233万円の3人世帯）で見ると、３年
で約５万円の引き下げを実現しました。
　日本共産党は高い国保料の原因の一つである「上乗せ方式」
をやめるよう求め、市が国保会計への繰入金を特例として６億
円追加しました。さらに市民と共同して抜本的引き下げへがん
ばります。

　日本共産党福岡市議団は４月12日、厚生労働
省に対し、国保の国庫負担金の増額と国保料引
き下げ、滞納世帯からの保険証取り上げ中止、乳

　福岡市は新年度から35人以下
学級を、これまでの小学１～３
年生に加えて４年生にも広げ
ました。常勤講師の採用で対
応します。これは日本共産党
が繰り返し要求してきたこと
です。全学年実施を求めて

さらにがんばります。

赤旗しん
ぶん

読んでみませんか
日刊紙／月2900円　日曜版／月800円
お申し込みは711-4734へ

市民との共
同で

実現しまし
た

少人数学級

日本共産党福岡市議団

「国保をよくする福岡市の会」といっしょに街頭署名活動にとりくむ

仁比聡平参議院議員（左から３人目）と
ともに厚生労働省の担当者と交渉

つつ、さらに入院・通院とも中学３
年生まで（義務教育期間）に広げ
る修正案と、財源確保（約10億円）
のため大型開発を凍結する一般
会計予算案の組替え動議を提案
し、賛同を呼びかけました。自民党
も「入院のみ６年生まで」の修正
案を提案しました。
　条例予算特別委員会で採決の
結果、共産党案は否決され、自民
党案が賛成多数（自民、共産、公
明、ネットワークが賛成。民主、み
らい、社民、福政、平成が反対）で
可決され、本会議で成立しました。

日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党

後期高齢者医療制度いますぐ廃止せよ！
米軍普天間基地は無条件撤去を！
抜け穴のない労働者派遣法の改正を！

幼児医療費
助成制度の
実施を要望
しました。


